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WWNプール
ワールドワイド名（WWN）のプールは、Cisco UCSドメインCisco UCSドメイン内のファイ
バチャネル vHBAで使用されるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

• vHBAに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形のWWNプレフィックスを使用することをお
勧めします。

Important

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付け
られたサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装
するシステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNNプール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルに
WWNNのプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り
当てられます。

WWPNプール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含めると、関連付けられているサーバの各 vHBAのポートに、そのプールから
WWPNが割り当てられます。

WWxNプール

WWxNプールは、WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードごと
にWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プールサイズは、ports-per-node + 1
の倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに7つのポートを指定する場合、プール
サイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63のポートを指定する場合、プール
サイズは 64の倍数である必要があります。

WWNNまたはWWPNプールを選択するたびにWWxNプールを使用できます。WWxNプール
を割り当てるには、その前にWWxNプールを作成する必要があります。

• WWNNプールの場合、WWxNプールは [WWNN Assignment]ドロップダウンリストにオ
プションとして表示されます。

• WWPNプールの場合は、[WWPNAssignment]ドロップダウンリストから [Derived]を選択
します。

WWNプールの作成

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形のWWNプレフィックスを使用することをお
勧めします。

Important
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Procedure

PurposeCommand or Action

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された名前と目的でWWNプール
を作成し、組織WWNプールモードを
開始します。次のいずれかになります。

UCS-A /org # create wwn-pool
wwn-pool-name
{node-and-port-wwn-assignment |
node-wwn-assignment |
port-wwn-assignment}

ステップ 2

• node-and-port-wwn-assignment：
ワールドワイドノード名

（WWNN）およびワールドワイド
ポート名（WWPN）の両方を含む
WWxNプールを作成します。

• node-wwn-assignment：WWNNの
みを含むWWNNプールを作成しま
す。

• port-wwn-assignment：WWPNのみ
を含むWWPNプールを作成しま
す。

この名前には、1～ 32文字の英数字を
使用できます。-（ハイフン）、_（アン
ダースコア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）は使用できますが、それ以

外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトが保存された後

に、この名前を変更することはできませ

ん。

WWNプールの説明を記入します。(Optional) UCS-A /org/wwn-pool # set descr
description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文

字、または句読点が含まれ

ている場合、説明を引用符

で括る必要があります。引

用符は、showコマンド出力
の説明フィールドには表示

されません。

Note

次のいずれかになります。UCS A/org/wwn-pool # set
assignmentorder {default |sequential}

ステップ 4

• default：Cisco UCS Managerはプー
ルからランダム IDを選択します。
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PurposeCommand or Action

• sequential：Cisco UCS Managerは
プールから最も小さい使用可能な

IDを選択します。

WWxNプールの場合、このプール内の
各ノード名に割り当てることができる

UCS A/org/wwn-pool # set
max-ports-per-node {15-ports-per-node |
3-ports-per-node | 31-ports-per-node
|63-ports-per-node |7-ports-per-node}

ステップ 5

ポートの最大数。デフォルト値は

3-ports-per-nodeです。

WWxNプールのプールサイ
ズは、ノードごとのポート

に 1を加えた数の倍数であ
る必要があります。たとえ

ば、7-ports-per-nodeを指定
する場合、プールサイズは

8の倍数である必要がありま
す。63-ports-per-nodeを指
定する場合、プールサイズ

は64の倍数である必要があ
ります。

Note

WWNブロック（範囲）を作成し、組織
WWNプールブロックモードを開始し

UCS-A /org/wwn-pool # create block
first-wwn last-wwn

ステップ 6

ます。ブロックの最初と最後のWWN
を nn:nn:nn:nn:nn:nn:nn:nn形式で指定す
る必要があります。WWN間はスペース
で区切ります。

WWNプールには、複数の
WWNブロックを含めるこ
とができます。複数のWWN
ブロックを作成するには、

組織WWNプールモードか
ら複数の create blockコマン
ドを入力します。

Note

組織WWNプールブロックモードを終
了します。

UCS-A /org/wwn-pool/block # exitステップ 7

WWNNまたはWWPNプール用の単一
イニシエータを作成し、組織WWNプー

UCS-A /org/wwn-pool # create initiator
wwn wwn

ステップ 8

ルイニシエータモードを開始します。

イニシエータを nn:nn:nn:nn:nn:nn:nn:nn
形式を使用して指定する必要がありま

す。
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PurposeCommand or Action

WWNNまたはWWPNプー
ルは複数のイニシエータを

含むことができます。複数

のイニシエータを作成する

には、組織WWNプール
モードから複数の create
initiatorコマンドを入力しま
す。

Note

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/wwn-pool/initiator #
commit-buffer

ステップ 9

Example

次に、sanpoolという名前のWWNNプールを作成し、プールの説明を記入し、プール
に使用されるWWNとイニシエータのブロックを指定し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create wwn-pool sanpool node-wwn-assignment
UCS-A /org/wwn-pool* # set descr "This is my WWNN pool"
UCS-A /org/wwn-pool* # create block 20:00:00:25:B5:00:00:00 20:00:00:25:B5:00:00:01
UCS-A /org/wwn-pool/block* # exit
UCS-A /org/wwn-pool* # create initiator 23:00:00:05:AD:1E:02:00
UCS-A /org/wwn-pool/initiator* # commit-buffer
UCS-A /org/wwn-pool/initiator #

次に、sanpoolという名前のWWxNプールを作成し、プールの説明を記入し、ノード
あたりのポート数を 7を指定し、プールに使用される 8個のWWNからなるブロック
を指定し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create wwn-pool sanpool node-and-port-wwn-assignment
UCS-A /org/wwn-pool* # set descr "This is my WWxN pool"
UCS-A /org/wwn-pool* # set max-ports-per-node 7-ports-per-node
UCS-A /org/wwn-pool* # create block 20:00:00:25:B5:00:00:00 20:00:00:25:B5:00:00:08
UCS-A /org/wwn-pool/block* # commit-buffer
UCS-A /org/wwn-pool/block #

What to do next

• WWPNプールを vHBAテンプレートに含めます。

• WWNNプールをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

• WWxNプールをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

WWWプール
5

WWWプール

WWNプールの作成



WWNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みアドレスは、次のいずれかが起きるまで、

vNICまたは vHBAに割り当てられた状態のままになります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除される。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられる。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたWWNプールを削除します。UCS-A /org # delete wwn-pool pool-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定に対

して確定します。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、pool4という名前のWWNプールを削除し、トランザクションをコミットする例
を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete wwn-pool pool4
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


